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Abstract
Japan　as　a　Multicultural　Sphere　and　its　Western　Encounter：
　　　　　　　　　　　the　case　of〈Ryukyu＞as　a　Foreign　Country
　　　　　under　the　Government　by　the　Tokugawa　Shogunate
HAMAGUCHI　Minoru
　　　　The　aim　of　my　study　is　to　clarify　how　Ryukyu　occupied　a　unique　place　in　the　history　of　the　con－
tacts　between　Japan　and　the　West．　There　are　numerous　materials　on　Western　encounters　with　Ryukyu
having　been　piled　up　over　many　hundred　years，　and　primary　texts　by　Western　visitors　and　mission－
aries　from　the　16th　century　tnl　the　eve　of　World　War　II　were　selected　and　compiled　chronologically　by
Patrick　Beillevaire　as　1ヒγ％妙％Studies’Western　Encounter－Z（巳2．
　　　　Ihad　access　to　this　wonderful　coUection　along　with　other　related　materials　at　the　open－shelf　SOAS
library　during　my　stay　in　UK．　And　in　the　Special　Collections　Reading　Room，　I　read　the且rst　editions　of
W．RBroughton’s／4　Voッage（ゾ1）歪εooo鰐加伽くlorth　Occean＿（1804），Basil　Hal1’s　Account〔）fa　Voyage
②fDiscoz／e7　y　to　the　West　CoastρプCorea　and　the　Great　Loo－Choo．lsland．．．（1818）and　others．
　　　　Hall’s　book　is　known　to　be　the　first　detailed　account　on　Ryukyu　which　was　written　not　ollly　in　a
naturalistic　but　also　romantic　tone，　having　a　great　reputation　among　Europeans．　But　soon　after，　their
way　of　attending　to　Ryukyu　changed　dramatically　and　they　began　to　see　it　as　a　geopolitically　pivotal
site　for　opening　China，　and　then　Japan，　to　conclude　commercial　treaties　with　them．
　　　　As　you　know，　the　Ryukyu　Kingdom　had　long　been　a　Chinese　vassal　state　and　actually　the　most
favoured　country　that　was　permitted　to　pay　tribute　to　the　Chinese．court　171　times，　much　oftener　than
the　second　favoured　Vietnam’s　89　times（and　Japan，　only　19　times）．Its　strong　tie　with　China　was　one
of　the　chief　reasons　for　its　being　invaded　and　exploited　by　Satsuma　which　proved．　to　be　the　greatest
drive　to　promote　the　Meiji　Restoration　sucCessfully．
　　　　Under　the　government　by　the　Tokugawa　shogunate，　Ryukyuans　encountered　Westerners　calling
at　their　tiny　kingdom　one　after　another（Commodore　Perry，　among　them），being　perplexed　at　their　ur－
gent　demands　and　pretending　the　kingdom　was　an　independent　country　by　hiding　its　dual　annexation
to　China　and　Japan．　How　worrisome　and　stressful　it　was　in　such　geo－politically　and　historically　severe
conditions！
　　　　Now，　I　think　Ryukyu　provides　us　clues　to　reinterpret　the　conditions　of　the　Far　East　growing　in－
creasingly　intense　and　multi－nationally　complicated，　especially　around　the　middle　of　the　19th　century．
And　by　focusing　on　Western　impacts　on　the　Far　East　through　guns，　steam　ships，　linguistics，　natura1
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history，　surveying　and　cartography，　all　of　which　Europeans　considered　as　effective　weapons　to　con－
quer　the　targeted　countries，　I　would　like　to　explain　what　they　acquired　through　their　explorations　and
ascertain　the　true　story　of　Japanese　Western　Encounter　from　the　viewpoint　of　Ryukyu　as　a　Foreign
country　under　the　government　by　the　Tokugawa　Shogunate．
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《特別研究》
多文化圏ニッポン，西洋との遭遇
幕藩体制下の異国〈琉球〉の場合
浜　口 稔
0　はじめに　　研究の背景
　本論考は，2003年度人文科学研究所特別研究第2種（研究課題「多言語主義と多文化主義を巡る
諸問題」）の最終報告である。当該年度の活動についていうと，まずは申請書にしるした予定に沿っ
て，欧米諸国琉球来訪史，琉球・アイヌの言語文化・民族誌，哲学者兼幻想作家オラフ・ステープル
ドンに関連する文献を読みながら，それと同時進行で，沖縄（那覇市，沖縄市，普天間，宮古島，久
高島）と北海道（札幌，旭川，白老，二風谷，静内，網走，阿寒）ヘフィールドワークに赴いた。8
月18日以降はロンドン大学アフリカ・東洋研究学院（SOAS）に2004年3月31日迄在籍し，　SOAS
図書館で欧米人来流史に関する文献とアーカイヴの特別資料を渉猟し，セミナーにも参加した。そし
てリバプール大学のステープルドン・アーカイヴにも調査に赴いた。
　としたところで，研究活動がこのようにも多様化したことの背景と，研究活動の表題が上記の通り
になった経緯を説明しておきたい。根底にあるのは，西欧の普遍主義への不信感である。自らを壊滅
寸前にまで追い込むほどの大戦を，間を置かずに二度も許したこの野蛮な文明圏が，それ以前にも，
科学と宗教の独善的な普遍主義を掲げて，近現代まるまる，全世界で殺識の限りを尽くしていた事実
はいまや拭いようがない。科学技術を使い切って暴力を繰り広げる文明圏の盛衰を，幻想小説で描き
切ったオラフ・ステープルドソについては，リヴァプール大学シドニージョーンズ図書館のオラフ・
ステープルドン・アーカイヴで貴重な資料を次々に出してもらい，予想通り多文化共存の世界平和に
ついて意欲的に取り組んでいた事実に行き会った。当該年度の2月には，ステープルドン著r最後
にして最初の人類』の拙訳書を出版し，同『スターメイカー』（拙訳＋解説）を新装再版した。とり
わけ前者については，普遍主義と多文化主義の融和をはかろうと苦闘していた生涯を「あとがき」に
おいて詳解した。
　筆者の研究は，そのときまでは，欧米思想史における「普遍」への憧憬と展開がどのように西洋の
言語研究を特微づけてきたかを考察するものであった。その中で，近代言語学の成立が17世紀の科
学革命，18世紀の産業革命，19世紀の機械主義・原子論・算術主i義に立脚した文明構築の流れに沿
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っていることを指摘した。併せて，欧米文明の躍進と世界侵攻は，機械の悪魔（本稿との関連でいえ
ば，先端技術を搭載した鉄の巨大蒸気船）という歴史上先例のないパワーを背景に可能となったこと
も，別の論考で論じておいた（「機械の制覇と詩的想像力」（「明治大学教養論集」通巻370号，2003
年）。
　機械の悪魔の世界進出は，実は（言語研究の機械化に立脚した）言語の標準化が整っていった国家
主義の確立とも重なるものがあった。それとともに，欧米の主要語が支配者言語となって弱小民族を
圧迫し消滅させ，多言語・多文化の平和のバラソスを崩壊させてきた経緯も看過しえない事実として
浮上してきた。これにより筆者は，大きな発想の転換を迫られ，多文化・多言語主義的な立場から
「言語の消滅，世界の喪失（1）」（「明治大学教養論集」通巻344号，2001年）をしたためた。これを機
に，今なおグローバル・スタンダードを押しつけながら多文化・多言語の平和を脅かしている西欧文
明への疑問をもとに，所有の欲望を覇権国家へと肥大させない倫理的仕掛けを内在化させていると思
われる少数民族を調査する必要性を感じるようになったのである。
　日本国において文化と言語を抑圧されていた北と南の周辺民族（アイヌと琉球人）の文化は，その
意味では身近にして好都合な実例であった。周辺にあるがゆえに欧米諸国が頻繁に来訪していたとい
う事実にも強く興味をひかれた。とりわけ19世紀前半の琉球については，来琉艦船の装備，測量術
あるいは船長らの日誌の内容や文体から，西欧近代の科学的方法は極東の小島においても効力を発揮
していたのかと，今更ながら感慨を深めたのである。いわゆる「商業の時代」における東南アジアの
多言語・多文化交易圏で活躍していた琉球が，そこから撤退し，やがてイギリスやフラソス，そして
ロシアやアメリカなどの西欧と遭遇し，幕末の騒動に巻き込まれていく王朝史は，それだけでも興味
深いが，西洋優位のテクノロジー・デバイドの状況下におけるパワーゲームを透かし見るテクストと
して読みなおすことも可能なのである。以下は，そんな強引な切り口の歴史解釈に向けての序章と考
えていただきたい。
1．琉球の地政学的位置
　日本が万世一系の単一民族国家であるという言い方は，ずいぶん違和感をもって私の耳に響くよう
になった。否応もなく人や物の寄せ波を受けていた日本国の外周，とりわけ沖縄の歴史をひもとく
と，それはなおのこと疑わしく響いてくる1）。倭憲が東アジア全域を跳梁し，人や物が激しく諸国を
往来していた頃，その当時日本を取り巻く環境は，鉄砲とキリスト教で身をかためた西洋人もまぜこ
ぜになって，かなり国際的な様相を呈していた。琉球はその当時，いささか騎りを見せはじめてはい
たものの，明治維新以降，南端でうらぶれていると伊波普猷を嘆かせていた頃からは窺い知れない，
元気旺盛な海洋王国として活躍していた時期があったのである。
　九州南端から台湾にかけて，延々八百キロメートルに及ぶ琉球列島は，自然界が造形した日本本土
への飛石のようなものであった。それを伝って南方から様々な文化が日本の岸辺へと漂着してきたの
である。その波は飛石の縁に寄せて返すばかりではなかった。琉球はそんな寄せ波を受容し，ユニー
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クな島娯の文化を培ってきたのだ。琉球についてもうひとつ見逃しにはできないことは，中国という
老舗の巨大文明に隣接し，絶えずその影響を被り続けてきたという歴史的背景である。そんな歴史は
もちろんのこと，その地政学的重要性が，ヨーロッパ諸国に看過されるわけがなかった。
　実をいうと，西洋人による琉球訪問記が，600年近くにもわたって蓄積されており，その間琉球
は，芥子粒のような島国であったわりには西洋世界でその存在を知られ続けていたことが明らかにな
っている。そのへんの事情は，16世紀から第二次世界大戦前夜までの文献資料（日記，伝記，旅行
記の抜粋，学術論文，等々）を年代順に編纂した画期的な叢書，バトリック・ベイエヴェール編r琉
球研究　　西洋との遭遇』をはじめ様々な研究につまびらかである2）。
　本稿では，これらの研究を踏まえて，まずは西洋人による琉球来訪の歴史を大雑把に要約するが，
それとは別に，鉄と大砲と先端テクノロジーで武装した最新鋭の来流船が，アジアの海域に登場した
ことの世界史的な意味を論じるつもりでもある。立論の都合上，上記来琉球記中言及しなかったもの
が数多くあることをお断りしておきたい。また，それぞれの記録はそれ自体できわめて興味深いもの
であるから，さらに立ち入りたい向きは，上記の諸研究に直接あたっていただきたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　　　　　　　　　2．西洋人にとって琉球とは？
　琉球あるいは沖縄といわれて何を思い出すか，とイギリスの友人や知人に尋ねると，やはり「鉄の
暴風」と呼ばれた史上まれに見るほど苛烈で残酷であった沖縄戦（1945年）のことをいってくる。
このとき島民の4分の1以上の，およそ25万5千人の命が，ほんの数カ月のうちに奪われたのだっ
た。戦後も27年に及ぶアメリカの統治下に置かれ，1972年に日本国へ復帰したあとも日本の国土の
100分の1に満たない島々に75％もの米軍基地が残されたままである。
　実はそのほかにも，過去二度，琉球が西洋世界の耳目を集めたことがある。まず最初は，インド，
東南アジア，中国を結ぶ海上交易圏がつくりだされ，東アジアにも明帝国を中心に全アジア的な通商
圏が確立し繁栄していたときのことだ。いわゆる「商業の時代」3）を謳歌していた16世紀東南アジア
に，ヨーロッパ大航海時代の大波がイソド洋を横断して押し寄せ，その先陣を切ったポルトガルが，
ペルシャ湾からインド洋にかけて交易を仕切っていたイスラム教徒を駆逐してマラッカを陥落させ
（1511年），ついには東南アジア交易圏を牛耳り，さらにはマカオを拠点に東アジア諸国との交易に
手を染めはじめた。そんな新参勢力に支配されはじめた民族と言語の錯綜地帯に，すでに150年近く
も前から，極東のちっぽけな島からやってきて，その存在を印象づけていた人びとがいた。琉球人で
ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　もうひとつは，19世紀初頭から半ばにかけて，西洋の列強が中国沿海の諸地域を掌握しながら，
日本の鎖国を切り崩そうと躍起になっていた頃の琉球の存在。この歴史的に危うい時期に琉球が担っ
た役割は，きわめて興味深い。18世紀の終わり頃からヨーロッパ人は，まずは高速帆船で，続いて
蒸気船で東アジアに忽然とあらわれ，我が物顔で周遊してまわった。西洋人が出没し侵入するにつれ
て緊迫の度を増していた極東情勢のなかで，琉球の人々が弱小王国に次から次へと立ち寄ってくる西
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洋人に驚嘆し，あるいは苦慮していた様子は，上記ベイエヴェールの叢書に延々詳しく活写されてい
る。
3．　琉球の大交易時代
　「万国津梁」（諸国の懸け橋）を国是としていたはずの琉球が，なぜ来琉異邦人に苦慮せざるを得な
くなったについては，実にややこしい事情があった。琉球は地政学的に恵まれて海洋交易国としての
栄華を誇り，その地政学的な恩恵が災いして歴史に翻弄されざるをえなかった。琉球は今も昔も重要
視された。芥子粒のような極東の小島がなぜかくまで重要視されたのか，その問いに答える前に，海
洋交易王国としての成立と，その盛衰をふりかえらなくてはならない。
3．1海洋王国の誕生4）
　琉球の交易活動は初代国王の瞬天の頃からの盛んであったようだ。その後，中山，山北，山南の三
山時代になっても，それぞれ明から冊封を与えられ属国として認定されていた。三王国ともすでに朝
鮮や足利幕府と公式の関係をもっていたが，この冊封を機に，琉球は島国ならではの地の利を生かし
た交易国として船出する。そして三山統一後の琉球（第一尚氏）王朝は，浦添・首里を根城にし，明
帝国の指導よろしきを得て，経済的にも文化的にも急速な進展を遂げるのである。
　ところで「冊封」（さくほう，琉球語ではサッポー）の「冊」とは中国皇帝の言葉であり，諸侯に
任命し土地を与えることを「封」といった。ひらたくいうと，冊封とは，忠誠を誓う国々に中国宮廷
へと定期的に進貢して貰い，中国皇帝は褒賞と名誉を授けることで周辺地域の秩序を確保する外交上
の仕組みである。ただし進貢国は礼制に則り，官僚的な決まりに厳格に従うことを求められた。琉球
国は儀礼上の職責を遵守したことを評価され，1530年代尚清王の治世下には「守礼之邦」と称され
るまでになる。琉球王国は中国の王宮への貢ぎ物の献上（進貢）を117回も許されるような最恵国で
あった（第2位のヴェトナムが89回，日本は19回）。
　この中国との緊密な絆こそが，薩摩に侵略され搾取されたおもな理由のひとつであったのだが，そ
れについてはあとで触れよう。
3．2噂の琉球人　　西洋人第1次アジア侵攻
　明の冊封を得た琉球王国は，すぐれた航海術を駆使して日本，韓国，東南アジアに渡る汎アジア的
な通商網を縦横無尽に動きまわった。中国のジャンク船を乗りこなし，とくにシャム，ジャワ，マラ
ッカ，アチェ，パタニ，安南，スンダ，パレソバンなどの諸国を相手に交易と外交を確立し，十五世
紀に隆盛を迎えている。尚真王（1477～1526年）の長い治世下には，めぼしい産物がなかったにも
かかわらず，輸送と貯蔵の中継地としてこれら遠方の国々を橋渡しし，自らの繁栄も確保したのであ
る。国内的には中央集権化を推し進め，琉球列島を傘下におさめたのだった。
　アラブの商人や航海者たちにとって琉球はきわめて裕福な王国として知られていた。琉球人は，日
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本がおぼろな黄金郷（ジパング）であった頃に，その風采も気質も比較的リアルに描写されていたの
である。
　ポルトガルのマラッカ商館に勤務したトメ・ピレスは『東方諸国記』（1512－15）のなかで，レキ
オ（琉球人）とかゴーレスと呼ばれる東洋人がおり5），色白で，誠実で，身なり正しく，長刀を差し
（明らかに侍），中国人よりも威厳に満ち，勇猛果敢で熟達した船乗りであり，女も奴隷も買わない，
商取引で約束を破るとその相手を捕縛し，あるいは取引が済むと速やかに立ち去る，どうやらこの地
に居留地をもっていない，等々の記録を残している。
　アルフォソゾ・ダルボケルクもrダルボケルク伝』（1557年）6）で，ゴーレスの出身地がレキオと呼
ばれていることと併せ，ピレスと似たような好意的な論評を与えている。フェルニャーオ・メンデ
ス・ピントのr航海巡歴録』（1614年に死後出版）7）は，琉球に到達してしたためた初のヨーロッパ人
による詳細な報告として知られている（実は琉球に足を踏み入れてはいないようだ）。マゼランの従
兄弟にあたるデュアルテ・バルボサの『バルボサ大東国記』（1518年頃）では8），支那人よりも豊か
で秀れた商人であるとの感想を記されている。
　琉球人への評価は，いずれの記録においてもすこぶる上々であるが，おそらくその交易活動は，荒
くれ男を雇いがちな私貿易とは違って，王国内に商人階級が存在しなかったこともあり，もっぱら官
営（すなわち，武士階級による経営）であったからだろう。
3．3　情報による支配の先駆け　　ゴービルと琉球の地図
　ヨーロッパ人にとっての琉球の知識は，死ぬまで北京に滞留していたイエスズ会士アントワーヌ・
ゴービル（1723年～59年）に負っていた。「支那により琉球諸島と呼ばれたる群島についてのゴービ
ル神父の覚書」9）は，中国では知られていた王国の制度，宗教，儀礼について，さらには地理，王朝
史，経済についての体系的かつ詳細な記述として読まれていたようだ。実はゴービルの記事の大部分
は，1719年の尚敬王即位の慶賀に来琉した徐藻光がしたためた『中山伝信録』の抄訳であった。し
かし本稿にとって重要なことは，ゴービル自身が北京で琉球人にじかに会って集めた情報，琉球諸島
の地理的情報を地図を添えて補完している点だ10）。私としてはここに，攻略相手を地図の中に搦め
捕り，気候，風土，習俗を念頭に宣教と交易活動の計画を練り，攻略に際して力の行使の効率化をは
かる科学的方法論に立脚した商業主義の兆しを読み込みたいと思う。ゴービルの琉球研究の主要な動
機は，宣教師でありながら市場をひらくためのものだったからだ（宣教活動と市場開拓は表裏一体で
あった）。それまでの琉球王国は，島峡の王国でありながら，その国際的地位には確固としたものが
あり，金銀財宝の島であると思い込まれていた。欲望を掻き立てられた西洋人は琉球に格別の好奇心
を抱き，シナ海に侵入するようになる。
3．4　大交易時代の終焉　　薩摩の侵略（1609年）
　ヨーロッパ人がアジアにのさばり出したあたりから，琉球の大交易時代は終焉を迎えるのだが，そ
れでも中国への進貢は途絶えることはなかった。それに目をつけたのが薩摩であった。交易により蓄
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積した富，そして冊封を許した中国との太いパイプに着目され，1609年の春，琉球王国は三千兵の
薩摩軍によって侵略された。琉球はその貧弱な軍備を突かれて，ひとたまりもなかった。薩摩の支配
下に置かれ，そのまま幕藩体制に組み込まれたのである。
　ここで薩摩は琉球にとっては実に悩ましい統治を仕掛けるのだ。琉球に日本語や日本文化を強要せ
ず，さらに中国との関係を維持できるよう独立国としての体面を保たせ，それを中国に印象づけたう
えで進貢による成果を掠め取ろうと図ったのだった。課税ではなく進貢貿易から潤沢な利益があげよ
うというのが，薩摩の狙いだったのだ11）。こうして薩摩は，長崎を窓口に海外交易を独占していた
幕府を向こうに，琉球を介して中国との交易を行い，その交易の収益とアジア情勢についての情報を
入手しながら，結果的には倒幕と維新のための力を着々と蓄えることになったのだった。
　琉球は大和にとっても，アジア市場の制覇のために出没するようになっていた西洋人にとっても，
重要であった。そんな中で西欧艦船が頻繁に来琉し，やがて琉球王府は通商要求と宣教活動に悩まさ
れることになる。それをきっかけに琉球は，日本，中国，西洋を相手の際どい外交を250年にわたっ
て繰り広げる羽目になる。いやむしろ，やってのけたといったほうがよいかもしれない。主権をない
がしろにされながら，結局は王国を500年近くも永らえさせえたのだから。
　琉球が薩摩の支配下に置かれながら，このような歪な王国維持を余儀なくされていた間に，東洋に
おけるヨーロッパの通商主義の担い手も，ポルトガルから・イギリスとオランダに移っていった。その
間にヨーロッパの航海術は，大航海時代（ここでは第一次アジア侵攻）を遥かに凌ぐものになってい
た。シナ海における巨大西洋艦の出没が数を増し，座礁や突然の寄港をくりかえし，東南アジア交易
から手を引いていた琉球王国のそこかしこで，西洋人との遭遇の報告が相次ぐようになってくるのだ。
4．西洋人，琉球人に遭遇す一第2次アジア侵攻
　ウィリアム・ロバート・ブロートン船長一行が，宮古島北の珊瑚礁にHMSプロヴィデソス号を座
礁させたとき，島民に救出され厚遇されたという報告は大きな反響を呼んだ12）。のちのロンドソの
海軍本部への報告において，ブロートンは島民の「人間性と寛大さ」を強調し，琉球人は通貨をもた
ず金銀にも誘惑されない，突然の来訪者への施しに対する報酬は絶対に受け取ろうとはしない，戦争
など眼中にないのか弓のひとつも見当たらない，と手放しの賛辞を送っている。これが西洋世界にお
ける琉球の華々しい再デビューとなったのである。
　ややもすれば「国威を誇示して居丈高」でいたイギリス戦艦のクルーと琉球人との交流に醸し出さ
れた情感あふれる物語は，風光明媚な自然，美しい空海，温かな島民気質と相侯って，琉球をこの世
の楽園と印象づけたのだった。この楽園幻想を決定的にしたのが，ベイジル・ホール船長とH・J・
クリフォード中尉の琉球来訪記だったのだ13）。
4．1琉球幻想の決定版
　アマースト公爵が率いる英国使節団が北京の宮廷へと派遣された1816年のことだった（すでに
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1797年にはマカートニー使節団が交易充実の要求を拒絶されていた）。公爵一行が北京へと旅立って
から戻るまでの数カ月（その間，アマーストー行は北京宮廷において正脆九叩頭の礼制に従わなかっ
たため門前払いを食っている），マレー・マックスウェル船長のアルセスト号は，ベイジル・ホール
船長のライラ号とともに，探検航海を目的に，韓国沿岸，そして琉球諸島の探索に乗り出した。琉球
での一行の滞在は一ヵ月半にも及んだが，もちろん，休暇を楽しんでいたわけではなかった。
　気象，海象，地形を測定・測量・観察するための装備は十分なものがあったから，一行は少なくと
も島の外形については徹底的な調査を行っている。ライラ号は，ほんの一週間間余で全島の地図を完
成させてしまう。携行した先端技術で琉球本島及び周辺の観察と測量と日録をせっせと蓄積してい
た。島民との長閑やかな交流のはしで測量や観察など，のちに標的攻略の道具となる情報を収集して
いる様子を（琉球の内実については，厳しい監視を受けて捗々しく進まなかったとはいえ），あとで
論じるヨーロッパの世界戦略と重ねて読んでいると，それを麗しい国際交流の一コマと見て微笑むな
ど，太平楽な錯覚というべきである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1善意の琉球紹介をしたホール，琉球への愛惜を詩に綴ったマクロードのいずれも，自分たちの物語
がヨーロッパ人の異郷趣味をくすぐるだけでは済まないことを予見できなかったかもしれない。しか
しながら，ホールの豪華本を購入して読むことができたのは，富と地位と教育のある支配者階級ある
いは英海軍省のエリート将校たちであったことを絶えず念頭に置いておくべきである。
　いずれにせよ，アジアのどの国よりも開放的で慈悲深い琉球人という・イメージは，こうした西洋
（英国）人の筆力によって確立したといってよい。これによって，やがて琉球の注目のされ方に劇的
な変化が生じるのだ。すなわち，開放的な琉球は，中国と日本の鎖国を解き，通商条約を結ぶための
地政学的な前哨基地にしうるのではないか，そして那覇は，日本，東南アジア，台湾との関係をつな
ぐ便利な交易基地になりうるのではないか，等々，政治的・商業的に利用価値があると踏んだ英海軍
当局が，国策として琉球諸島を探りはじめたといってかまわないからだ。
　それのみならず，ホールの航海に従っていたH・J・クリフォード中尉は，キリスト教を知らない
純朴な島人に神の恩寵に浴させようと，善意のおせっかいで，琉球史に名を残す実にありがた迷惑な
宣教医，バーナード・ジャン・ベッテルハイムを送り込みさえしたのだった（後述する）。
4．2　侃偏王国の外交術とその虚妄
　礼儀正しく，穏和で，情感豊かなふるまいは，異国を猜疑の目で見がちであったヨーロッパ人を魅
了した　　なにしろホールは来琉球前に朝鮮で散々な目に遭っていたからなおのことだ。しかしなが
ら，琉球礼賛の常套句，すなわち，通貨がない（実は隠していた），代償を求めない欲のなさ（なま
じ受け取ると，交易の口実にされると考えた），武器をもたない（謀反を防ぐため薩摩によって召上
げられた），云々は，大和の影響を隠し，交易の能力も意志もないことを印象づけ，異人とのかかわ
りを避け，両属体制の実情を暴かれないようにと画策されたものであったのだ。
　王国の独立が虚妄であること，とりわけ薩摩が背後で王国を操っていたことは，比較的うまく隠蔽
しはしていたが，いつまでも隠しおおせられるものではなかった。来琉西洋人は琉球人に監視された
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が，実は琉球人は来琉西洋人と併せて薩摩に監視されていた。もちろん，島民レヴェルでは，来訪者
を岸に寄せたがらなかったり，陸地を散策させたがらなかったりは，異人取り扱いの御法度に従って
いただけの話だ。琉球の人々が，もともとの社交的な島民気質と，非社交的な掟との矛盾に葛藤して
いる様子は，そのような背景を念頭に置くと，これらの来琉記からありありと読み込むことができ
る。そんな状況でホールー行は，ゴービル神父がしたためたような王国の歴史や政体についての記述
の信愚性を確認する手掛かりは，ほとんどなにも得られなかったし，この件に関する質問も曖昧には
ぐらかされたのだった。
　1827年5月，那覇に寄港したフレデリック・W・ビーチー船長のブロッサム号太平洋探査航海中の
琉球記においても，上記のような島民礼讃のトーンは変わっていない。評判どおりだったわけだ。し
かし琉球人は金銭欲や武器もあるのではと勘ぐっている。ホールやマクロードとの違いは，浪漫的な
描写から事実描写風の文章になっている点だ。三つ目のイギリス来琉艦は，エドワード・ベルチャー
船長が率いるH・M・サラマン号だった。その目的は先行の二つの遠征隊とは違って科学的なもの
であった。1843年と45年の二度，琉球列島を探索している。ホールやビーチーの著書と並んで，ベ
ルチャーの2巻の報告14）は，海軍による探索記の代表例である。この文体上の変化を看過してはなら
ない。浪漫的な気性の著述者ではなかっただけではすまない，ヨーロヅパ本国の意向に変化が生じた
背景を見透すべきだろう。それは，政治的・商業的な攻略のための情報収集であり，探検主導からビ
ジネス主導への変化を表わすものであったのだ。
　ホールの航海記には，戦略的な価値はもはやほとんどなかった。ヨーロッパ列強にとっての情報
は，そんな探査旅行によって積み上げられてきた知識を武器に，中国，そして日本との通商に理する
ものでなくてはならなかったのだ。その流れの中で，アヘン戦争が勃発するのである。しかしその頃
になると，・イギリスは，戦略的にも商業的にも，中国との交渉の足掛かりとしての琉球への関心を失
ってしまう。アヘン戦争は1843年の南京条約で決着し，イギリスは香港を割譲した。中国が陥落し
た以上，琉球は価値を失ってしまった。西洋の次なる目的は日本の開国だった。琉球は日本への圧力
の手段として関心をもたれるようになる。
4．3フランス艦船来琉　　フランス人宣教師の活動15）
　ここで・イギリスのライバルであったフランスにも言及しよう。イギリスには及ぶべくもなかった
が，琉球への関心は18世紀に遡る。フランス革命以降の国内の混乱のせいで，イギリスの後塵を拝
していたのだ。それでも1844年3月，仏艦船アルクメーヌ号は，那覇に来航した。後塵を拝してい
たフラソスの目的は，いまやはっきりしていた。幕府との交渉のために長崎に赴く前に琉球と通商条
約を結ぶこと。
　琉球との当座の交渉は不首尾に終わったが，その際の武力をちらつかせた桐喝は，江戸幕府には重
大な影響をもたらした。フランスが条約を強行したという知らせが薩摩藩守によって江戸にもたらさ
れると，幕府は色めきたち，連日緊迫した会議ののち，筆頭老中安部正弘の助言を受けて（実は薩摩
の提案を受けて），フラソスとの交易許可を薩摩に与えたのだった。幕府はフランスと武力衝突する
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よりは，遠い南方の琉球で交易を許して外圧を和らげるほうが得策であると考えたのだった。琉球は
しょせんは「幕藩体制下の異国」（高良倉吉）にすぎないから，鎖国の禁を破ることにはならないと
判断したわけである。
　カトリック教会にとっては，琉球王国は宣教地として，またフラソス本国にとっては日琉関係を利
用した日本進出の手段として浮かび上がっていたから，改めての交渉に向けての琉球語習得のため
に，通訳官2名が残された。フラソス人宣教師，テオドール・オーギュスタン・フォルカードと清
国人通訳官の高（カオ）である。フォルカードは琉球と長崎の短期訪問を除いては，日本に足を踏み
入れることなく極東を立ち去っている。『19世紀日本における初の司教』16）は，結局日本初の司教に
はなれなかったのだが，彼の没年の1885年に出版された。滞在中時間のほとんどを琉球語の研究に
あて，琉球語と日本語の類縁性を確信したといわれている。ピエール・ルテユルデュらは二年間の沖
縄体験（相方のアドネは病死）をもとにして，信仰，葬儀，伝説，言語にかかわる先例のない民族誌
を残している17）。モリソン号（浦賀で散々な目にあった）で那覇に寄港した宣教師兼医者のカール・
フリードリッヒ・ギュツラフは，琉球人は東シナ海航海中に遭遇し・た民族の中で最も「心開けた人び
と」であるものの，ホールたちが激賞したような「純朴で無邪気な人びとであるはずはない」と勘ぐ
っている。武器も貨幣も所持している，罪人には拷問をもって臨む，偶像には理性的に対処し，それ
に惑溺することはない，仏融はさしたる影響を及ぼしていない，琉球語と日本語は近縁関係にあり，
琉球は本来日本の領土である，云々，そんな踏み込んだ印象をしたためているのだ。
　フラソス人宣教師たちは，布教の方は捗々しい成果をあげられなかったが，言語と民俗についてか
なりアカデミックな貢献をしたようだ。しかし話はこれでおしまいではなかった。彼らには，如才な
い別の側面があったのである（後述する）。
4．4　ベッテルハイム上陸18）
　これらフランス人宣教師とは別に，1846年，ひとりの宣教師が家族を伴って上陸していた。バー
ナード・ジャン・ベッテルハイム（Bernard　Jean　Bettelheim，ハソガリー生まれのユダヤ人である
が，英語発音ならベットラムか）である。医学を修め，数ケ国語を操るキリスト教徒であったが，実
はベイジル・ホールに随行したマクロードが琉球島民の改宗を目的に設立した英国琉球海軍伝道会
（Loo－choo　Naval　Mission）から派遣された宣教医であった（正規の宣教師ではなかった）。琉球はそ
のとき鎖国とキリスト教禁令の幕藩体制下にあったが，同日入港していたフランス艦も含め，西洋軍
艦の偉容に威圧されたのだろう，結局ベッテルハイムー家は那覇沿海の寺に居住を許されている。フ
ランスのカソリック神父たちも近くの寺に住んでいた。
　実をいうと，薩摩藩も琉球王府も西洋諸国との交易を模索していたから，外国船の入港に違和感は
抱かなかったが，キリスト教の上陸は別問題だった。だから，宣教師たちは用心深く監視され，島民
との接触はことごとく邪魔された。フランスの聖職者たちは宣教をあきらめ，言語研究と祈祷に専心
したのだが，ベッテルハイムは違っていた。持ち前の語学力で琉球語を通じる程度に習得すると，な
んのためらいもなく街中に繰り出し，説教したり小冊子を配ったり，ときには私宅にも侵入したりし
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ている。9年間の滞留期間，琉球王府にとっては頭痛の種であった。
　それでも，ホールやペリーと同様，来琉史に足跡を残した忘れ難い西洋人のひとりなのだ。その性
格，家族の存在，不屈の宣教活動，9年もの滞留，等々のどれをとっても注目に値する。新約聖書の
数記を琉球語に訳したこと，そして医学研究，天然痘の予防接種（すでにギュッラフが手掛けてはい
た）は堂々たる業績というべきだろう19）。
　それにしても，国から派遣されたわけでもないイギリス国民が9年も滞留できたことの時代背景
を読み取る必要があるだろう。英軍艦や仏軍艦が出たり入ったり，その威容と大砲に威圧されなが
ら，迂闊なあしらいは避けたいとう王府の本音が透けて見えるのは確かであるが，ベッテルハイムと
いう個性的なヨーロッパ人の背後にある「知は力なり」の近代ヨーロッパの傲慢が，すなわち，宣教，
最新の医療技術，言語研究法，等々が，無言の圧力を及ぼしていたのではないか。筆者はここに，艦
船とともに押し寄せてきた「力としての知」が文字通り異人征伐の武器になりうるというヨーロッパ
支配者層の驕りを透かし見ることができるように思うのだ。
5．風雲急を告げる，東アジア！
　1850年代頃から西洋軍艦（ロシア，イギリス，フラソス，アメリカ）が日本本土の北にも南にも
頻繁に出没しはじめ，極東情勢は，アジア諸国だけでなく欧米諸国同士にとっても緊迫したものにな
っていた20）。それにつれて，来琉艦もますます増えてきた。これらを饗応で懐柔するという従来型
の姑息な策では，王国を取り巻く世界史の潮流から逃れられる時代ではなくなっていた。西洋の列強
はこぞって，琉球を江戸攻略の橋頭墾にしたかったのだ。これで王国の命運は尽きたようなものだっ
た。
　江戸幕府が西洋の力を認識するようになったのは，ひとつには琉球周辺でのいざこざのせいだっ
た。イギリスやフランスが琉球に圧力を加えたからこそ，琉球の支配者薩摩は江戸よりもリアルに世
界情勢を認識し，斉彬を頂点の開明派の藩主のもとで，とどのつまりは倒幕運動の先陣を切ることが
できたのだった。開国は琉球ではじまったのであり，そのことは西洋来琉者が記している物語，報
告，書簡があかしてくれていることなのだ。
5．1黒船の来琉
　この時期におけるマシュー・C・ペリーの来琉（1853～54年）は，東アジア史において決定的な意
味をもっている。ペリーは当然，琉球をはじめとする極東の情報を徹底的に収集していた21）。19世
紀初頭のヨーロッパ人の来琉記は異国情緒に彩られた牧歌的描写が多いが，その頃になると，東アジ
ア攻略のイニシアティヴを取るためにはもっと踏み込んだ実効あるものにしなくては競争に勝てなく
なっていた。言語の壁を克服し，政体や歴史のみならず，文学的伝統をも調べ尽し，地勢，気象，周
辺諸国との関係，等々を実証的に調査しこれをもとに琉球を日本攻略の前哨基地にしたうえで，開国
を迫っていく準備をする必要があったのだ。
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　もちろん，それまでの報告はどれも，太平楽な礼讃を含め，情報は情報。蓄積された報告は片端か
ら分析され，ペリーの琉球攻略に利用された。そしてついにペリーは軍艦7隻～8隻という先例のな
い大艦隊を率いて那覇に入港し，桐喝でもって王宮に入城し　　桐喝とはいっても琉球人の気質を十
分理解したうえでの計算つくの行動であった　　それまでの誰よりも琉球王国に深く踏み込んだのだ
った。
　琉球をアメリカ領にすることは，すでにペリーの胸中にあったことであり，1853年末に海軍省長
官に「琉球列島に橋頭墜を築く緊急事業」をワシソトソに提案していた。日本近海での海難米国船員
の保護，米国船補給港の確保，商港の開港という当初の目的に加えて，緊急の予備的処置として，ま
ずは琉球・小笠原に燃料の集積地を設け，そこを拠点に琉球住民を懐柔し友好関係を実現するという
ものであった。フランス，ロシア，イギリスがアメリカを出し抜く虞があることを訴えながら，この
緊急提案を大統領に提出し，アメリカ政府はこれを承認している。
　琉球を前哨基地に，周知の通り，ペリー提督は1853年には江戸幕府と日米和親条約を締結した
が，そのあとに琉球王府との琉米修好条約をも結んでいる。さらに1854年3月には日米和親条約，
1857年には通商条約を締結する。この条約のもと，外国人ビジネスマンが自由に日本の国土に居を
かまえたり移動できるようになるのだった（彼らの安全のために軍隊駐留も確保できる）。
　さて，1854年3月神奈川で日本の高官との交渉の最中，ペリーは那覇をアメリカ船に解放すべき
港のひとつにしたい旨表明したが，断られた。その理由はなんと，江戸幕府はこの件に関し琉球王府
を差し置いて交渉する権限をもたないから，というものだったのだ。琉球は江戸幕府の属領ではない
と，正式に表明したも同然だった。琉球との直接交渉のお墨付きを得たペリーは，その3ヵ月後，
函館に赴いて沖縄に取って返したあと，琉球王府と条約締結を果たす。
　沖縄を真の領土として扱わない本音は，このとき露呈したといえるかもしれない。「幕藩体制内の
異国」とはうまい言い方だ。そう考えれば，沖縄戦時の捨て石作戦も，サソフラソシスコ条約での沖
縄切捨ても，近年に始まったことではなかったのだと得心がいく。ペリーの「琉球列島に橋頭墜を築
く」云々にしても，今に至るまでアメリカの対琉球路線が何も変わっていないことを思い知らされる
ばかりである。
　それにしても，ペリーの報告は見事だった。情報の収集，分析に必要な人材を過不足なく取り揃え
た感がある。来琉中ペリーが指揮をして集めた資料や調査記録は，質量ともに群を抜いていた22）。
遠征同行老による手記，航海日誌，日記，地図帖付3巻から成る全報告は，早くも1856年には刊
行。「知は力なり」であることを知り抜いていた報告集である。
　東シナ海に待機していたフラソス海軍は，アメリカ人が琉球を併合するのではないかと，ペリーの
一挙手一投足を固唾を呑んで見守っていた。沖縄に永久的基地が設置される可能性があると，パリで
は理解されていたのだ。現にアメリカは，不安定な風や海流を利用しないですむ蒸気船にとって決定
的に重要な石炭貯蔵庫を警備付きで建造し，滞在のための家屋も提供されていた。
　フラソス海軍は焦ったが，クリミア戦争が勃発し，それどころではなかった。琉球がふたたびフラ
ンスの政治日程に載ったのは，アメリカとの条約締結から1年半ほど経った1855年8月になってか
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らのことだった。今度は，琉米条約が締結されたのだからと，かつて自分たちをてこずらせた首里の
役人たちを易々と条約の席につかせることができたのだった。
5．2薩摩謀略始末記　　フランス，イギリスとの紛争
　この歴史の流れの中での薩摩の動きには際立ったものがあった。薩摩は200年ものあいだ，江戸の
監視の目をかいくぐって，江戸とは別に長崎における中国・オランダとの貿易を行っていた唯一の藩
であった。さらには琉球と中国の関係を利用して密貿易を盛んに行い甘い汁を吸い続けていたのだ。
そして次々に押し寄せてきた艦船を目の当たりにして，西洋技術の必要性をいち早く感じ取った開明
派の藩主たちの動きは注目に値する。なかんずく，フラソスから軍艦を一隻購入し，あわよくば，新
たなる通商関係へと踏み込もうと画策した島津斉彬の動きは興味深い23）。やはり舞台は琉球であっ
た。
　先述の英宣教医のベッテルハイムや仏宣教師ルテユルデュとアドネが捗々しくない布教活動を余儀
なくされていた1858年10月（安政4年），板良敷親雲上（lchira　Pechin）と琉球名のる男（実は斉彬
の腹心であった一来四郎）が，宣教師たちと懇意であった板良敷朝忠に付き添われてやってきた。そ
の男は医学とフランス語と数学を教えて欲しいと懇願してきた。宣教師たちはその奇特な願いを快く
受け入れた。琉球人でないことを察しながら，それがやがて難攻不落の日本本土との関係を確立する
契機になることを密かに期待したのだった。まもなくすると，その男は，宣教師たちの仲介により仏
軍艦を発注したいと申し出てきた。
　そのとき宣教師たちは，瞬く間に経験豊かな死の商人へと化けたようだ。仏カトリック教会にとっ
ても絶好の機会と見込んで，まずはその技術的・商業的・財政的事項を入念に吟味したのである。こ
の交渉は，締結されていた琉仏間の条約を利用して，琉球王府が秘密裏に進めることに決まった。ま
ずは琉球王府からの公式の発注書が宣教師たちに渡され，広東のフランス領事館当局にも文書が届く
手筈になった。あとはフランス海軍の軍艦一隻が那覇に到着するばかりとなっていたのだ。
　江戸幕府藩内の擁夷派に発覚せぬよう，「幕藩体制内の異国」琉球を利用することによって，斉彬
は薩摩の軍事力をアップしようと画策したわけであるが，交渉を進めていた王府に予期せぬ斉彬の言卜
報が届くのである。斉彬の計画に反発していた新藩主島津久光は，直ちに計画を中止し，交渉を無期
限に延長した。結局その発注書は，軍艦プレザソ号到着の4日前に返却され，当然ながら琉球王府
内でも政変劇が演じられた。斉彬の計画に加担していた人々には粛正が待っていた。宣教師たちの長
年の知己であった板良敷朝秀が姿を消し（4年後に自殺），フランス人宣教師たちは粛清を知らぬま
ま商売決裂を嘆くばかりとなったのだった。
　その後の薩摩は，今一度歴史に残る事件を起こしている。生麦事件である。1850年代以降，西欧
列強は次々に日本との条約を締結し，それにつれて琉球への関心を失なっていったが，この事件に際
しては，琉球の併合をふたたび考えたようだ。しかしどのみち琉球は薩摩藩の属領であり，薩摩は撰
夷勢力の拠点であり，なによりもイギリス国民を殺害した張本人だった。この際，軟弱な江戸の撰夷
派よりも，その江戸幕府のもっとも強力なライバルを弱体化しようと，1863年英艦隊は，琉球侵攻
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をやめて直接薩摩を攻撃した（薩英戦争）。双方とも痛手を負い，英艦隊は食料・燃料の補給と船体
の修理のために退去するが，あとは周知の通り，薩摩藩は西洋文明の優秀さを思い知り，結局この戦
争を契機に過激な擁夷思想は時代遅れだと悟るようになる。イギリスも薩摩が開国派に転じたことを
知り，両者は急速に接近するようになったのだった。
5．3琉球のさらなる受難
　江戸幕府は西洋列強との条約締結後，幕末の動乱を収拾できず，そのまま同年，他藩と同盟した薩
摩によって倒された。明治維新を経て，1870年代には500年近くも続いた琉球王国も崩壊し，1871年
の廃藩置県後，鹿児島県の一部となった。この間，琉球王国は中途半端な両属体制が災いし（中国と
の関係が切れていなかったのだ），弱体化した中国と新生日本との間にはさまれて煩悶した。その
際，琉球の帰属先を巡って，アメリカのユリシーズ・グラソト元大統領まで仲裁に乗り出し（「琉球
三分割案」を提案），数多くの学者やジャーナリストが，歴史だけでなく，民俗学，言語学の知識を
披露しつつ国際的な論争をくりひろげている24）。王国は自らの帰属先を巡って分裂し，その間島民
が喘ぎ苦しむなか，ついに疲弊し死に体となってしまったのだった。
　このような東アジア情勢のもとで，琉球の扱われ方を振り返ってみると，まさに琉球は「幕藩体制
下の異国」あるいはアイヌの蝦夷と同じ植民地であったことは，ぬぐいようもない事実である。琉球
文化への関心にしても，日本古代文化の遺物のように称えたり既したり，無神経にもその「後進性」
を指摘し，それゆえに皇民化して日本国に献身させるべき周辺の民と目されていたのだ。
　琉球人を外縁の異国とする意識がもっとも顕著に出たのが，本土防衛と称して義性を強いた1945
年の沖縄戦だ。日本文化を同化吸収し，帝国の臣民となったにもかかわらず，沖縄の人々は不完全な
日本人とみなされ，戦時中はスパイ扱いされたりもした。そして戦後27年に及んだ異民族支配にお
いても，琉球はやはり，いざとなれば切り捨てられる辺境の領土であることを思い知らされたのであ
る。
6．おわりに　　西洋人世界制覇のテクノロジー
　ヨーロッパが欲望に突き動かされて市場開拓のためにアジアへとしゃしゃり出てきた二つの時代，
ジェレミー・ブラックが指摘する1490年～1650年，そして1830年以降25）は，奇しくも，琉球が西洋
の注目を集めた二つの節目に重なっている。1490年～1650年の「大航海時代」，東南アジアはすでに
豊かな交易地帯として活況を呈しており（「商業の時代」），数多くの国々や島々を抱え実に多様性に
富んだ緩やかな文化圏を形成していた。琉球はそのような文化圏で活動することによって「大交易時
代」の絶頂期を築いたのである。
　一方ヨーロッパは，そんな多様な交易地帯の破壊因子として侵入し，自らの宗教と科学の独善的な
普遍性をふりかざして，その地での覇権を確立しようとした。今日の多様性を破壊する全世界システ
ムは，大航海時代には孕まれていたといってよい。この地域は今日でさえ，世界の4分の1の言語
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がひしめく世界有数の多言語地帯であり，グローバル化の大波を受けて多数の弱小言語が大言語に駆
逐されている現状は，当時となんら変わるところはない。
　としたところで，ここで筆者が問題にしたいのは，ヨーロッパ人が，いかに効率よく情報と技術を
掛け合わせて異国の産物を収奪するための方法論を組織化していたかということだ。この二つの時代
のヨーロッパ躍進の立役者は，実は当時の先端テクノロジー，そしてそれにもとつく方法論の組織化
であった。測量と観察を知識に変え，その知識を最大効率の武力として利用するヨーロッパ近代科学
にもとつく方法論である。来琉記をしたためた来琉者たちが，来琉目的の遂行ために何を利用した
か，あるいは後期の来琉者が初期の来琉記をどう利用したのか，いずれにせよこれらの記録を読む
と，それがいかに太平楽な楽園礼讃であろうとも，異国攻略の武器として利用可能な情報になりうる
ことを，ヨーロッパの政治的・商業的侵略者たちは熟知していたように思われる。
　19世紀の来琉記を読んでいて筆者が一等気になるのは，西洋人が何かというと測量をしている風
景である。琉球列島の島々に上陸することに，いってみれば勝手に他人の庭に入り込んで，あやしげ
な筒を覗き込んでメモをとったり，目盛りを数えたり，等々の情報収集に躍起になっており，とりわ
け中国でもそんな無神経ぶりを発揮して墾盛を買い，それがアヘソ戦争の原因のひとつになったとも
いわれている。そんな実に手前勝手な家宅侵入の際に用いた測量器具こそが，西洋人が勢力拡張や市
場開拓を目的に全世界で繰り広げたあざとい侵略ゲームの武器であったわけである。
　1830年以降の航海は，とりわけ科学技術の発達に多くを負っていた。1735年，経度測定のための
精巧なクロノメータにより海上での振動や湿度・温度に影響を受けない精密な時計が開発され，それ
をてこに「標準時」が確定された26）。この正確な時計をもとにして，緯度経度は六分儀を用いてか
なり正確に（誤差1海里）測れるようになり，探査航海のたびに精度を高めていった地図27）が有効
に機能するようになったのである。ようするに，標準時の占有は，海洋支配にとって決定的に重要で
あったということだ。いまだって，世界標準時，宇宙標準時，インターネット標準時などのグローバ
ル・スタンダードを巡って激しいバトルが繰り広げられているし，GPS（汎世界測位システム）で
世界制覇をもくろむアメリカの動きにしても，ペリー提督の発想と基本的には何も変わってはいない。
　1795年には王立海軍省水路局（Royal　Navy’s　Hydrographic　Ofice）が設立され，迅速な水路開拓
へ向けての体制を整えたうえで，海軍省は勇躍世界制覇に乗り出したのだった。さらに風向きや海流
を気にせずに自らの力で速度や方角を確定して旅程を組むことのできる蒸気船が普及すると，石炭貯
蔵庫を全世界の各拠点に設営し（条約締結の必須項目であった），先端技術をフルに活用して世界制
覇に果り出したのだった。石炭貯蔵庫の設営は，基地の恒久化をはかり現地を支配する懊のようなも
のだ。これを拠点に海事行動をくりひろげることが，西洋列強の目論見であった。
　噂の黄金郷や楽園（西洋による発見を待ちわびていた国々！？）に遠征し，地形と水系を探検して
測量し，地図を作成して勝手に地名を変える。現に太平洋は西洋語名だらけであり，民俗誌を省みな
い無神経な地名剥奪を行っているではないか（琉球においても，さほど深刻ではないが，琉球本島北
部の運天港をメルヴィル湾，伊江島をシューガーローフ島，等々と勝手な命名を行っていた）。その
あと収獲が見込めると見るや，すばやく投網を打って，場合よっては国ごと大陸ごと一網打尽にし，
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そのうえで侵入し定住し植民し，そのはしで先住民を奴隷化して搾取する。さらに先住民を使役しな
がら土地の作物や珍品を掻っ擾って本国の貴族御殿の応接間や食卓を飾り立て，土地に自生する動植
物を収奪して博物館に標本展示し，地質調査をもとに大地をえぐって大悪魔（工場・機関）の餌（石
炭）を強奪し，ついにはハンフリー・ジェニソグズのいう機械主義の万魔殿（パンディモニアム）28）
を築き上げたのだった。
　結局，測量し観察し精巧な地図を添えてまとめた航海記や報告書は，本国の支配者階級に献納する
最新鋭の武器にほかならなかった。これにより情報化された異国の文物はすべてヨーロッパに獲物と
なるべく運命づけられたのだ。琉球がその当時それを免れたのは，この大植民地時代に中国と日本と
いう大国双方の獲物であったからにすぎない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
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